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1. 背景・目的

過敏性腸症候群（irritable bowel syndrome, IBS）の診断
や病態評価は，患者の腹痛や便性状などの主観的な指標に
よって行われ，客観的な指標に基づく診断や評価が困難で
あることが課題となっている。我々は，客観的で非侵襲的
な IBSの診断法の確立を目指し，学内の医工連携によって
腸蠕動音の収集・解析が可能な腸音図システムの開発を進
めている。左右の耳から異なるジャンルの音楽を同時に聴
取する二項式リスニングテストは，直腸粘膜血流を低下さ
せ，IBS患者では自律神経機能の乱れによって健常者に比
べて正常化遅延が生じると報告されている 1)。今回，精神
的ストレスを加えた際の腸蠕動音の解析によって，ストレ
ス負荷時の腸蠕動音の変化から IBS患者の診断が可能か検
討した。

2. 方　法

絶食（6時間）・絶飲（1時間）状態で腸音図システムを装
着し， 安静時，ストレス負荷時，回復時の腸蠕動音の測定
を行った。安静時と回復時の安静度を高めるため，リラク
セーション効果のある川の流れる映像を視聴した。スト
レス負荷は，3桁の足し算を10秒ごとに行う計算負荷試
験，鏡に映る図形を見ながら2つの線の間を鉛筆でたどる
鏡映描写試験，二項式リスニングテストを行った。試験Ⅰ
では，対象者5名でストレス負荷方法の比較を行った。試
験Ⅱでは，対象者16名で二項式リスニングテストによる
IBSの診断試験を行った。

3. 結　果

試験Ⅰにおいて，被験者アンケートによるユーザビリ
ティ評価では，二項式リスニングが安全性，利便性，汎用
性などの点から最もすぐれていた。試験Ⅱにおいて，負荷
時から回復時におけるSTE（short time energy）変化率が，
健常者と比べて IBS患者は有意に低かった。また，回復時
におけるSSI（sound-sound interval）値が，健常者と比べて
IBS患者のほうが有意に低かった。さらに，STE変化率や
SSI値をROC（receiver operating characteristic）解析で分析
することにより，IBS診断への有用性が示唆された。

4. まとめ

腸蠕動音による IBSの診断を行うための最適なストレス
負荷方法は二項式リスニングテストであり，これを負荷方
法に用いたとき，回復時のSSI値，負荷時から回復時にかけ
てのSTE変化率を IBSの診断に利用できる可能性が示唆さ
れた。腸蠕動音の収集と解析は，簡便かつ非侵襲的に行う
ことができ， IBS の診断と病態評価への応用が期待される。

5. 独創性

心理的ストレス負荷試験として，二項式リスニングテス
トを用いた。また，心理的ストレス負荷方法の比較を行っ
た。さらに，安静時や回復時の自律神経状態にばらつきが
みられたため，安静度を高めるために川の流れる映像を被
験者に視聴させた。なお，腸音測定時の雑音を防ぐため，
集音部をジェルパッドとシリコンテープで固定した。
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